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1．はじめに

　レジ袋の有料化施策を導入する自治体とそれに参加協力する小売店が増えてきた。その促進要因

として、2006年6月の容器包装リサイクル法改正がある。改正法では、レジ袋など容器包装材を多

量に使用する小売事業者に対する使用量削減規定が盛り込まれた。これを受けて、全国各地でレジ

袋有料化の取り組みが開始されるようになってきた。

　レジ袋有料化の多くは、自治体と事業者、市民団体、協力団体が自主協定を締結するもので、京

都市が事業者、市民団体などと2007年1月に協定を締結したのが最初である。その後、自主協定方

式は全国に普及していった。

　伊勢市においても、2007年9月から市と事業者、市民団体がレジ袋の大幅削減をめざして、マイ

バッグ持参運動やレジ袋有料化について協定を結んだ。この取り組みにより、伊勢市内のスーパー

マーケットのレジ袋辞退率は90％超となっている。

　その伊勢市において、市民がレジ袋大幅削減及び有料化協定の取り組みをどのように受け止め、

どのような行動をとっているかを把握することを通じて、施策の有効性や課題点を抽出する狙いで、

アンケート調査を実施した。
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2．伊勢市におけるレジ袋有料化までの経緯

（1）オリジナルマイバッグの無償配布でレジ袋辞退率引き上げ

　伊勢市では2001年度末から、市が2種類各3色のオリジナルマイバッグを作製し、希望する全世

帯に無料で配布するマイバッグキャンペーンを展開した。マイバッグの作製にあたっては「マイバ

ッグ選挙」を実施して市民ニーズを取り入れたこともあり、世帯配布率は86％に及び、市内有力ス

ーパーマーケットのレジ袋辞退率も当時としては全国でも屈指の約30％に達した。市はレジ袋辞退

率の維持・向上を狙いとして、小売店に対する特典抽選券キャンペーンへの参加働きかけ、指定袋

制の導入によるごみのレジ袋排出規制などの施策を実施してきたい。

　図1は、地元スーパーマーケット「ぎゅ一とら」のレジ袋辞退率を、伊勢市内にある店舗、全店

舗の平均、市外にある店舗について比較したものである。マイバッグキャンペーンを実施した伊勢

市内の店舗で市外の店舗を大きく上回る辞退率となったことが見て取れる。30％程度のレジ袋辞退

率は、環境意識の高い市民におけるマイバッグ持参行動の定着や、市の広報などを通じた啓発活動

もあって、レジ袋有料化の直前まで維持されていた。

（2）レジ袋大幅削減及び有料化協定への取り組み

　こうした基盤の上に、市がレジ袋大幅削減及び有料化への取り組みを開始したのは、2007年4月

のことであった。環境と共生できるまちをマニフェストに掲げた市長から、担当部局に取り組みの

図1　マイバッグ無償配布によるレジ袋辞退率の変化（2001年4月～2007年9月）
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注）地元スー・一一パーマーケット「ぎゅ一とら」の店舗におけるレジ袋辞退率。

（出所）ぎゅ一とら資料をもとに作成。
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図2　レジ袋有料化・マイバッグ持参運動の各主体の役割分担
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指示がなされたのである。

　伊勢市は、さらなるレジ袋削減とマイバッグ持参運動に取り組む仕組みを構築するため、レジ袋

大幅削減（有料化）検討会を設置した。その構成メンバーは、スーパーマーケット、商店街連合会、

市民団体、協力団体、伊勢市、三重県。この検討会で自主協定によりレジ袋有料化とレジ袋大幅削

減への取り組みを推進することが決まった。それぞれの役割分担は図2に示すとおりである。

　レジ袋有料化とレジ袋大幅削減への取り組みに先立ち、8月に事業者や商店街、市民団体、協力

団体に対して自主協定への参加を募集した。その結果、検討会の構成メンバーである7事業者と5

つの市民団体、10地区の商店街、2つの協力団体が参加することになった。

　協定には、マイバッグ持参促進とレジ袋削減の取り組み内容、レジ袋削減または、マイバッグ持

参率の数値目標が盛り込まれている。取り組み内容については、スーパーマーケットの場合、レジ

袋有料化を必ず実施することになっており、それ以外にマイバッグ等の持参促進やレジ袋削減に向

けた取り組みを2つ以上実施することになる。商店街やスーパーマーケット以外の小売店は、2つ

以上の取り組み実施することになり、レジ袋有料化は選択肢の1つとされている。この内容は、市

長、事業者、市民団体、協力団体間の協定書に反映されることになる。

　市民向けには、シンポジウムの開催など、さまざまな啓発活動が行われた。スーパーマーケット

では、レジ袋有料化開始を知らせるポスターを掲示し、マイバッグ持参やレジ袋有料化の開始を呼
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写真　レジ袋購入用のレジ備え付けカード

（注）伊勢市提供。

びかけるキャンペーンを実施した。有料化当日の街頭キャンペーンでは、市長が街頭に立ちレジ袋

有料化の呼びかけをし、市民団体が携帯用マイバッグを配布した。

　翌年には新規参入したスーパーマーケット1店舗とドラッグストア2社9店舗が加わり、現在の

参加数は10事業者31店舗となっている。レジ袋の価格はおおむね1枚5円である。なお、弁当や惣

菜などの商品については、各事業者が独自の例外規定を設け、レジ袋の無料配布を認めている。多

くの店舗が、レジ袋を購入する客用にfレジ袋1枚5円」と書かれたカードをレジ脇に設置し、精

算の時にそれを買い物カゴに入れることでレジ袋購入の意思表示ができるようにしている（写真）。

レジ袋を購入するとレシートに「レジ袋代5円」が表記される。

（3）収益金で市民の環境活動を助成

　レジ袋有料化の効果はどうか。有料化導入前後のレジ袋辞退率の状況をみてみよう。市の調査で

は、レジ袋有料化実施前には市内スーパーマーケットの平均レジ袋辞退率は約22％であったが、有

料化開始後に90％程度に急上昇し、最近では92％前後で推移している（図3）。

　有料化でレジ袋辞退率がきわめて高い水準に達した背景として、マイバッグの無償配布やマイバ

ッグキャンペーンなどを通じて、これまで市がマイバッグ持参運動に積極的に取り組んできたこと

があげられる。さらに、「レジ袋大幅削減（有料化）検討会」を通じて、事業者や市民団体、協力団

体、行政が連携して市民に対して啓発活動を行ったことも大きな要因とみられる。

　販売されたレジ袋から得られた収益金は、「環境活動助成金制度」を創設し、広く市民から提案

を募り、審査の上、環境保全やごみ減量などに関する活動に助成している：／。
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図3　レジ袋有料化後のレジ袋辞退率（伊勢市内平均）
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3．伊勢市レジ袋有料化に関するアンケート調査からの知見

　2008年10月、伊勢市民がレジ袋有料化をどのように受け止め、どのような行動をとっているかを

把握することを狙いとして、NTT電話帳から無作為に抽出した1000人に対してアンケート調査を

実施した。回答者については、封筒の宛名以外の家族（成人）の人が回答することも可とした。

　有効回答数は459通（有効回答率45．9％）であった。性別は男性185人、女性274人、年齢につい

ては、20代5人、30代31人、40代57人、50代ll9人、60代129人、70代以上ll8人であった。

（1）市民はなぜレジ袋有料化を受け入れるか

　この調査の前段で「レジ袋の有料化」、後段で「マイバッグの持参」についての質問を設けた。

まず、レジ袋の有料化に対する賛否についての質問では、「賛成」が90％、「反対」が7％程度の比

率であった（図4）。「その他」の中身は、「どちらともいえない」という意見が多かった。年齢別に

は概ね、年齢が上がるにつれて賛成の比率が高まる傾向がみられた。

　有料化に「賛成」とする回答者にその理由を聞いたところ、「ごみ減量や地球温暖化防止につな

がるから」とする回答が9割近くを占め、市民が環境貢献のためにレジ袋の有料化を受け入れてい

ることを確認できた（図5）。「レジ袋の作製コストに見合う価格の支払いだから」は7％にとどま

る。「その他」と答えた人の中にも、「石油資源を大切にするため」や「川や海がきれいになる」、「無

駄だから」など環境に関する記述が多く見られた。

（2）市民の3割がレジ袋価格を高すぎると感じている

　「賛成」と答えた人には、レジ袋の支払意思額について尋ねた。これに対する回答は、5円／枚

が141人と最も多く、次いで10円／枚の57人、1円／枚の40人、3円／枚の26人、2円／枚の22人の
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図4　レジ袋の有料化に対する賛否
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川頁であった（図6）。現在、伊勢市においてレジ袋を有料化している小売店のレジ袋1枚の価格は5

円であるから、半数近い回答者が現行価格を支払意思額としたことになる。それを上回る価格を支

払意思額とする回答者は71人で全体の24％、下回る価格を支払意思額とする回答者は88人で全体の2

9％であった。レジ袋有料化に賛成する市民の約3割が現在のレジ袋価格を高すぎると受け止めてお

り、マイバッグ持参行動に対して価格のインセンティブ効果がかなり利いていることが窺える。

　一方、有料化に「反対」と答えた人にその理由を尋ねたところ、「商品販売に伴うサービスとし

てレジ袋を提供すべきだと思うから」とする回答が半数を占め、「レジ袋を必要とする人が減り、レ

ジ袋の購入（受け取り）に肩身が狭くなるから」や「レジ袋を有料にしている店としていない店が

混在して、わかりにくいから」は数％にとどまった（図7）。約4割を占めた「その他」の中には、

「レジ袋を生ごみ入れの内袋などに再使用するから」とする記述が5件あった。家庭内でレジ袋を
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図6　レジ袋に対する支払意思額（円／枚）
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図7　レジ袋有料化に対する反対の理由
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生ごみ保管に重宝してきた市民からの異議が反映されたものとみられる。

（3）レジ袋有料化は環境配慮行動を誘発する

　すべての回答者に対して、レジ袋有料化導入店で買い物をしているか聞いたところ、94％の回答

者が日常買い物をしていることが判明した（図8）。これを有料化に対する賛否の別にみると、有料

化に賛成する人については94％と高く出たが、反対する人の場合はそれよりもやや低いとはいえ

83％になった（図9）。有料化に反対する人の多くが有料化導入店で日常買い物をするのは、市内の

主要スーパーマーケットが一斉に有料化を導入したことによると考えられる。
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　レジ袋有料化導入店で買い物を「している」と「時々している」と答えた人に対して、レジ袋の

有料化により、自分自身が買い物袋持参以外の環境配慮行動やごみ減量行動が誘発されたと思うか

尋ねたところ、「そう思う」が57％、「そう思わない」が40％、「その他」が4％の回答比率となった

（図10）。「その他」の中には、「レジ袋有料化前から環境配慮を心がけていた」とする旨の回答が8

件含まれていた。

　環境行動が誘発されたと答えた人に対して、自由記述で具体的な行動を尋ねたところ、「ごみ分

別の徹底」とする回答が総回答数の半数と圧倒的に多く、過剰包装の拒否や食材の適量購入など「ご

みの発生抑制」がそれに次いだ。その他には、「生ごみのリサイクル」、「レジ袋の買い物袋としての

再利用」、「非有料化店でのレジ袋辞退」とした回答も数件あった（表1）。レジ袋への関心が高まっ

たことによるものか、「路上に散乱しているレジ袋を拾うようになった」とする記述も見られた。

図8　レジ袋有料化を導入した店での買い物状況
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図9　有料化に対する賛否と有料化導入店での買い物状況
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図10　買い物袋持参以外の環境行動の状況
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表1　レジ袋有料化により誘発された主な環境配慮行動

誘発された行動

ごみ分別の徹底

ごみの発生抑制（リフユーズ、食材の適量購入など）

生ごみの水切りや堆肥化

レジ袋の買い物袋としての再利用

非有料化店でもレジ袋辞退

回答数

5
5
7
1

（注）回答総数は150件。

（4）有料化に反対する人は「辞退時の値引き」を支持

　レジ袋有料化導入店で買い物を「している」または「時々している」と答えた人に対して、レジ

袋が有料化されて何か困ったことがあるかを尋ねたところ、「ある」とする回答が24％を占めた（図

lD。そう回答した人には具体的な内容を記述してもらった。その内訳は、「レジ袋を生ごみ入れな

どに利用できなくなる」が最も多く45件、次いで「マイバッグを忘れた時や急な買い物をする時」

が35件、他に「レジ袋がないので市販の袋を購入した」（5件）、「レジ袋を再利用するために有料化

導入店で5円支払って買っている」（2件）といった回答もあった。

　困ったことが「ある」とした回答は、男女別では女性の比率が高く、年齢別では年齢が下がるに

つれて比率が高くなっている。このことから、スーパーマーケットで買い物する機会の多い女性、

仕事帰りに買い物をする20～40代の人たちが、生ごみ入れの不足やマイバッグ不持参などの問題に

直面するケースが多いことがわかった（図12、13）。

一63一



　レジ袋有料化に関する最後の質問として、すべての回答者に対して、「レジ袋有料化」と「レジ

袋辞退に対する値引き（例えば1回の辞退に2円の値引き）」とでは、どちらがよいと思うかを尋ね

た。これに対する回答の比率は、「レジ袋有料化」が44％、「レジ袋辞退に対する値引き」が36％、

「どちらともいえない」が20％となった（図14）。この回答について、レジ袋有料化に対する賛否の

回答者別にみてみよう。有料化に賛成と回答した人については、「レジ袋有料化」が49％、「レジ袋

辞退に対する値引き」が33％、「どちらともいえない」18％という回答比率であった。これに対して、

有料化反対者は、「レジ袋辞退に対する値引き」が67％、「どちらともいえない」が33％という回答

比率で、辞退時の値引きを望む人が多いことを確認できた（図15）。

図11　レジ袋が有料化されて困ったことの有無
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図12男女別のレジが有料化されて困ったことの有無
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　　　　　　図14　有料化と辞退時値引きの選択
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　図15　有料化に対する賛否と有料化・辞退時値引きの選択
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（5）有料化はマイバッグ無償配布より動機付け効果が大きい

　市民アンケート調査の後段には買い物袋持参の状況についての質問を設けた。まず、買い物をす

る時、買い物袋を持参しているか尋ねた。これに対する回答の比率は、「いつも持っていく」が88％、

「ときどき持っていく」が9％、「以前は持っていったが、最近は持って行っていない」と「持って

行ったことはない」の合計が3％で、ほとんどの人が日常の買い物にマイバッグを持参している’）

（図16）。このことは筆者らが市内の主要スーパーマーケットの店頭ウォッチングで確認した持参状

況とも符合する。

　これをレジ袋有料化に対する賛否回答別にみると、賛成者については買い物袋をいつも持ってい

く人の比率が91％に達するのに対し、反対者の場合60％とかなり持参率が低下する（図17）。有料化

に反対する人でも持参率が6割に及んでいるのは、ほとんどすべてのスーパーマーケットがレジ袋

を有料化しているからに他ならない。

　次に、買い物袋を「いつも持っていく」または「ときどき持っていく」と答えた人に対して、買

い物袋持参の開始時期を尋ねた。これに対する回答は、「2007年9月にレジ袋有料化が導入されてか

ら」が54％、「市が2001年に買い物袋を配布してから」が26％、「市が2001年に買い物袋を配布する

以前から」が13％、「2003年に指定ごみ袋が導入されてから」が8％の比率であった（図18）。

図16　買い物袋持参状況
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図17　有料化に対する賛否と買い物袋持参状況
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図18　買い物袋持参の開始時期
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　この回答結果から、今回のレジ袋有料化施策の方が、市民のマイバッグ持参への動機付けにおい

て、2001年度に実施したマイバッグ無償配布施策よりも、大きな効果を上げたことを確認できる。

両施策の実施前後の買い物袋持参率を市内の有力スーパーマーケットについてみると、マイバッグ

無償配布施策により約15％→約30％、レジ袋有料化により約30％→90％台と変化しており、このこ

とからもマイバッグ持参効果についてはレジ袋有料化の方に軍配が上がる。

（6）レジ袋を生ごみ用の内袋としていた家庭の対応

　伊勢市民に対するアンケート調査は今回が2回目である。前回は2004年2月に、オリジナルマイ

バッグ無償配布施策に関する市民意識の調査を実施しているい。その調査では、買い物袋不持参者

に対して持参しない理由を尋ねたところ「レジ袋を再利用しているから」が全体の42％と最も多く、
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さらにレジ袋再利用の具体的な用途の記述を求めたところ「生ごみなどのごみ入れ」とする回答が

ダントツで、多くの家庭で生ごみ用のポリバケツの内袋として利用されている実態を把握できた。

　このことを踏まえて、今回の調査では、「買い物袋を持参されるようになる以前には、レジ袋を

生ごみ排出の内袋として再利用される方が多かったと思いますが、現在はどのように対応していま

すか」と尋ねた。これに対する回答は、「生ごみの内袋として市販のポリ袋を買っている」と答えた

人が最も多く140件、次いで「生ごみの内袋としてレジ袋に代えて紙袋などを使用している」が123

件、「内袋としてのレジ袋の使用を取り止め、指定袋に直接生ごみを入れている」が89件、「生ごみ

処理機を使用している」が44件、「その他」が89件の順になった（図19）。

　「その他」の主な記述回答に、「有料になっていない店でもらったレジ袋を生ごみ入れにしてい

る」（21件）、「庭や畑に埋めている」（14件）、「衣料品など一般商品のポリ袋を利用」（13件）、「新聞

を内袋として利用」（ll件）、「スーパー備えつけのロール状ポリ袋を利用」（9件）、「今までに貯め

ておいたレジ袋を内袋に利用」（8件）などがあった。

　なお、レジ袋有料化が市民による生ごみ処理機購入行動に及ぼす影響をみるため、「生ごみ処理

機を使用している」とした回答者には、いつ頃から使用を開始したか尋ねた。その結果は、「買い物

袋持参前から」とする回答が全体の4分の3と多数を占め、「買い物袋持参を機に」はわずか7％（3

人）にとどまった（図20）。このことから、レジ袋有料化は買い物袋持参行動に大きな影響を与えた

ものの、一般市民の生ごみ処理機購入行動を誘発するまでには至らなかったといえる。

　以上のように、今回のアンケート調査から、有料となったレジ袋に代わる生ごみ保管用の袋を確

保するために、各家庭においてさまざまな対応がなされている実態が明らかとなった。とりわけ、

図19生ごみ排出の対応
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　図20　生ごみ処理機の使用開始時期
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レジ袋を辞退する一方で、生ごみの内袋として市販のポリ袋を買っている人が多く、一部にレジ外

の卓上に備え付けられた無料のロール状ポリ袋を多用する人もいるなど、市を挙げてのノーレジ袋

運動の雰囲気の中で、矛盾ともとれる行動をとっていることも確認できた。

（7）買い物袋を持参しない理由

　買い物袋持参状況について「以前は持って行ったが、最近は持って行っていない」または「持っ

て行ったことはない」とした回答者（14人）には、買い物袋を持っていかない理由について尋ねた。

　これに対する回答（複数回答あり）として、「買い物袋を持っていく習慣がないから」（5人）、「レ

図21　買い物袋を持参しない理由
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　　　　　　　買い物袋を持っていく習慣がないから
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ジ袋を生ごみの内袋などに再利用しているから」（4人）、「買い物袋を持っていくのが面倒だから」

（4人）、「勤め・所用帰りの買い物が多いから」（2人）、「買い物袋を持ち歩くことに抵抗感がある

から」（2人）、「万引きと間違えられるのが嫌だから」（1人）などがあった（図21）。この中で、買

い物袋の持ち歩きに抵抗感があるとしたのはいずれも男性であった。

　買い物袋を持参しないと回答した人の中には、「お店にある無料のダンボールや以前購入した（貰

った）レジ袋を使用しているから」（3人）とし、実際にはレジ袋を辞退している人もいた。

（8）市民から寄せられた意見・提案

　自由記述欄には、225件の意見・要望が寄せられた。その多くは、レジ袋有料化やマイバッグ持

参運動を高く評価する意見で、半数以上を占めた。この中には、マイバッグを持参して買い物をす

るようになった、環境への意識が高まったなどライフスタイルの見直しに関するものや、マイバッ

グの無償配布施策を評価するもの、レジ袋有料化が全国的に広がればよいという意見もあった。

　また、レジ袋有料化を導入してから、レジ袋の散乱が少なくなったとする意見が数件寄せられた5｝。

有料化により、レジ袋の使用が減少し、またレジ袋の有効利用が進み、路上などに散乱する数も減

ったものと思われる。

　これに対して、少数ではあるが、レジ袋の有料化がごみ減量や地球温暖化対策につながるのか疑

問視する意見もあった。市がいつ、誰と協定を締結したのか分からないままレジ袋の有料化が実施

されたとする批判的な意見も見られた。

　レジ袋有料化の今後の課題として、コンビニエンスストアやホームセンター、スーパーマーケッ

トの食料品以外の売り場なども歩調を合わせるべきという意見が多数表明され、レジ袋辞退率の定

義の厳格化、レジ袋有料化による効果の検証、収益金使途の明確化などを求める意見も提出された。

こうした情報公開もレジ袋有料化を進めていく上で重要である。

　この他、過剰包装自粛、果物等のばら売り、指定ごみ袋のばら売り、ごみ有料化の導入など、ご

みの減量の工夫に関してもさまざまな提案が出されていた。

4．むすび

　伊勢市においてレジ袋有料化後に90％以上のきわめて高いマイバッグ持参率が2年近い期間に

わたって維持されていることについては、レジ袋有料化以前に実施したマイバッグの無償配布施策

による市民意識の高揚、指定ごみ袋制の導入によるレジ袋使用用途の制限といった環境整備ができ

ていたことが大きな要素と考えられる。

　本調査で得られた主な知見を要約すると次のようである。

①市民はごみ減量や温暖化防止などへの自らの環境貢献のためにレジ袋有料化を受容する。

②1枚5円の価格づけを高すぎると受け止める市民が3割程度おり、価格インセンティブが強く
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③
④
⑤
⑥

⑦

　上記のうち、③については巷間、

契機になる」

ことはなかった。今回の調査は、

行動をとる市民にアンケートを実施することで、光を当てることができた。

　また、今回の調査では、市民のレジ袋有料化に対する評価が高いことが確認され、コンビニエン

スストアやホームセンター、スーパーマーケットの食料品以外の売り場なども歩調を合わせるべき

という意見が多数寄せられたことから、協定に参加する業種や店舗数の拡大が今後の課題であるこ

とも確認できた。

働く。

レジ袋有料化はマイバッグ持参以外の環境配慮行動も誘発することが多い。

レジ袋有料化に対する反対者の多くは辞退時の値引きを希望する。

レジ袋有料化のマイバッグ持参効果は他の施策のそれよりも大きい。

レジ袋の生ごみ用内袋としての利便性が高かったことから、市民はレジ袋に替えて商品として

のポリ袋を購入する、他の袋で代用する、などさまざまな対応をしている。

マイバッグを持参しない理由として、習慣がない、面倒のほか、生ごみの内袋として利用する

ための購入、勤め帰りの買い物、持ち歩きへの抵抗感などが挙げられた。

　　　　　　　　　　　　　　　レジ袋有料化の意義について「住民のライフスタイル見直しの

　　　　と指摘されることが多いが、実際に環境配慮行動に結びつくか、これまで検証された

　　　　　　　　　　　　　　この重要な論点について、レジ袋有料化のもとでマイバッグ持参

（付記）

　本調査は、独立行政法人

付を受けて実施した。

日本学術振興会より科学研究費補助金（基盤研究（C）、課題番号19530251）の交

注

：／

ﾉ勢市マイバッグキャンペーンの制度設計と有効性評価については、山谷修作「ごみ減量をめざした地方自

　治体の奨励施策の制度設計とその課題一伊勢市マイバッグ持参運動の取り組みから」『公益事業研究』56巻3

　号（2004年12月）を参照されたい。

tt
謔P回審査会が2009年2月に開催された。今回は商店街に設置してあるプランターに花を植える「うらのは

　し商店街花いっぱい事業」、平家の里周辺の植樹に名札を設置する「平家の里活性化事業」、外宮参道のガム

　の捨てカスや自動車オイルを除去する「外宮参道清掃活動」、雑木林に広まった竹を伐採する「竹林及び雑木

　林の整備」、歩行喫煙やたばこのポイ捨ての禁止を呼びかける表示板を提示する「町内歩行禁煙・ポイ捨て禁

　止事業」の5つの活動案（4団体、1個人）に助成することが決まった。
t／

}イバッグの持参状況を男女別、年齢別に見てみると、「いつも持っていく」の回答率は女性（93％）が男

　性（80％）よりも高く、また年齢が高い世代ほど高くなくなる傾向が認められた。

9‘

ｲ査結果の分析について、注1）の論文を参照されたい。

　十年以上前にまち美化活動に取り組む市民団体を立ち上げて清掃活動を行っている市民から、「たくさんの
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ごみの中で、特にレジ袋が多かった。そこで、レジ袋有料化に積極的に参加しました。有料化後のポイ捨て

ごみが半減しました」との状況報告も寄せられた。
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